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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次 第14期中 第15期中 第16期中 第14期 第15期

会計期間

自 平成25年
   ４月１日
至 平成25年
   ９月30日

自 平成26年
   ４月１日
至 平成26年
   ９月30日

自 平成27年
   ４月１日
至 平成27年
   ９月30日

自 平成25年
   ４月１日
至 平成26年
   ３月31日

自 平成26年
   ４月１日
至 平成27年
   ３月31日

売上高 (千円) 567,200 955,252 2,038,583 1,252,700 2,351,918

経常利益 (千円) 48,019 142,194 416,038 97,290 366,266

中間(当期)純利益 (千円) 44,350 154,722 327,271 121,739 390,825

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 155,575 155,575 155,575 155,575 155,575

発行済株式総数 (株) 27,261 27,261 27,261 27,261 27,261

純資産額 (千円) 179,856 411,968 975,342 257,245 648,070

総資産額 (千円) 341,629 648,427 1,401,217 413,252 994,487

１株当たり純資産額 (円) 6,544.15 15,058.56 35,724.50 9,382.96 23,719.38

１株当たり中間(当期)
純利益金額

(円) 1,626.90 5,675.60 12,005.12 4,465.70 14,336.42

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 52.2 63.31 69.50 61.9 65.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 26,177 150,509 320,801 67,175 330,847

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △148 △17,847 △20,033 794 △33,028

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,355 ― ― △19,845 ―

現金及び現金同等物
の中間期末(期末)残高

(千円) 167,321 326,454 791,545 192,949 491,239

従業員数
(外、平均臨時
雇用者数)

(名)
16 25 31 20 28
(3) (3) (6) (2) (4)

 

(注) １  当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関係会社がないため記載しておりません。

４　当社は平成25年８月11日をもって札幌証券取引所アンビシャス市場における上場を廃止しており、株価の算

出が出来ないため、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については算出しておりません。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動については、「３ 関係会社の状況」に記載しております。

 

３ 【関係会社の状況】

当中間会計期間において、以下の会社が新たに当社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業の
内容

議決権の所有
割合（％）

関係内容

 
（関連会社）
 
ゾディアックアジア
株式会社（注）

 

東京都港区 37,500 コンテンツ事業 18.6
当社より役職員２名を社
外取締役として派遣して
おります。

 

（注）持分は100分の20未満でありますが、実質的な影響力を持っているため関連会社としております。

 
４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

 平成27年９月30日現在

従業員数(名)
 

31(6)
 

(注) １ 従業員数は就業人員であります。

２ 従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当中間会計期間の平均雇用人員であります。

 
 

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満であり、特記すべき事項はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当中間会計期間における我が国経済は、企業収益や雇用情勢の改善傾向は認められましたが、国内生産活動の回復

や個人消費の持ち直しは力強さに欠ける状況が続きました。先行きについては、新興国をはじめとする海外景気の下

振れリスクや消費マインド回復の遅れなどが懸念され、依然として不透明な状況が続いています。

当社が事業を営むインターネット業界においては、当社が主力事業を展開するスマートフォン広告市場が引き続き

成長し、スマートフォン広告市場規模は300,800百万円（対前年比162％）となっており（注）、順調に成長を続けて

おります。しかしながら、高成長期に高い市場地位を獲得しようとする競争が激化し、より一層の競争力強化が求め

られています。

こうした事業環境のもと、当社は競争力のある広告代理事業に注力するほか、アドネットワーク事業の新サービス

の育成に努めました。その結果、広告代理事業の拡大によって、売上高は前年同期比113.4％の増収になり、また、

利益面でも大幅な増益を達成しました。

 
以上の結果、スマートフォン広告の拡大によって当中間会計期間における業績は、売上高2,038,583千円（前年同

期比113.4％増）、営業利益419,116千円（前年同期比201.6％増）、経常利益416,038千円（前年同期比192.6％

増）、中間純利益は327,271千円（前年同期比111.5％増）となりました。

 
出所（注）「2015年スマートフォン広告市場動向調査」株式会社CyberZ / 株式会社シード・プランニング

 

事業別の概況は次のとおりであります。

 

（アドネットワーク事業）

当セグメントにおいては、スマートフォンアドプラットフォーム「TAP ONE（タップワン）」及びクリック保証型

アドネットワーク「MAIST（マイスト）」、成果報酬型アドネットワーク「AAA（トリプルエー）」を中心とするイ

ンターネット広告事業を運営しております。当中間会計期間においては、これらの中でも特に高い成長性が見込ま

れるスマートフォン分野の「TAP ONE（タップワン）」と「MAIST（マイスト）」に経営資源を集中したことが売上

の拡大に繋がり、売上高は491,693千円（前年同期比18.4%増）と増収となりましたが、新サービスへの先行投資が

利益を圧迫し、セグメント利益（営業利益）は23,551千円（前年同期比31.7%減）と前年同期比で減益となりまし

た。

 

（広告代理事業）

当セグメントにおいては、インターネットにおける純広告販売の他、アドネットワーク等の販売を行っておりま

す。当中間会計期間においては広告掲載媒体の新規開拓等により、売上高は1,526,874千円（前年同期比192.8％増）

となり、セグメント利益（営業利益）は476,048千円（前年同期比207.8%増）と大幅な増収、増益となりました。

 

（自社メディア事業）

自社メディア事業は、スマートフォン向け電子コミック配信サービス「eyebook（アイブック）」及びスマート

フォンゲーム「JUNONBOYをプロデュースっ♪」、当事業年度の9月にリリースしたキュレーションアプリ「JC News

（ジェイシーニュース）」等、自社メディアの運営・開発を行っております。当中間会計期間においては、新サー

ビスに対する注力割合が増加したことにより、売上高は20,361千円（前年同期比23.8％減）となりました。また、

セグメント損失（営業損失）は、新サービスにおける開発費の先行支出が影響し33,104千円（前年同期比21,414千

円損失増）となりました。
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また、当社は誠に遺憾ながら平成25年８月11日付で上場廃止となり、当社株式の流動性は著しく低下いたしまし

た。当社は当社株式の流動性回復のため、引き続きあらゆる方法を視野に入れて全力をあげて取り組んでまいりま

す。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末と比較して300,305千円増加して791,545千円とな

りました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュフロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは320,801千円のプラス（前年同期は150,509千円のプラス）となりました。こ

れは主として、税引前中間純利益の計上によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、20,033千円のマイナス（前年同期は17,847千円のマイナス）となりまし

た。これは主として、関係会社株式の取得によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

前中間期、当中間期ともに財務活動によるキャッシュ・フローは発生しておりません。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。

 

(2) 受注実績

当中間会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

アドネットワーク事業 491,461 120.7 ― ―

広告代理事業 1,526,788 292.8 ― ―

自社メディア事業 20,333 76.1 ― ―

合計 2,038,583 213.4 ― ―
 

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　２　セグメント間取引については、相殺消去しております。

 

 

(3) 販売実績

当中間会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同期比(％)

アドネットワーク事業 491,461 120.7

広告代理事業 1,526,788 292.8

自社メディア事業 20,333 76.1

合計 2,038,583 213.4
 

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前中間会計期間 当中間会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

株式会社DMM.comラボ 422,679 44.2 1,510,908 74.1

株式会社ライブレボリューション 312,697 32.7 250,441 12.3
 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３ 【対処すべき課題】

当中間会計期間において、当社の事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

 

４ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断

に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」につ

いて重要な変更はありません。

 

５ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。

 

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析・検討内容

 

(１)重要な会計方針及び見積り

当社の中間財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる会計基準に基づき作成されておりま

す。この財務諸表作成にあたり採用した会計方針は「第５ 経理の状況　１中間財務諸表等　(１)中間財務諸

表　重要な会計方針」に記載のとおりであります。

 

(２)財政状態の分析

(流動資産)

当中間会計期間末における流動資産は1,343,334千円（前事業年度末は953,423千円）となり、389,911千円

増加いたしました。これは、主として、現金及び預金が増加したことによるものであります。

 

(固定資産)

当中間会計期間末における固定資産は57,882千円（前事業年度末は41,064千円）となり、16,818千円増加い

たしました。これは、主として関係会社株式の計上によるものであります。

 

(流動負債)

当中間会計期間末における流動負債は425,875千円（前事業年度末は346,417千円）となり、79,457千円増加

いたしました。これは、主として、買掛金及び未払法人税等の増加によるものであります。

 

(固定負債)

当中間会計期間末における固定負債はありません。

 

(純資産)

当中間会計期間末における純資産は975,342千円（前事業年度末は648,070千円）となり、327,271千円増加

いたしました。これは、中間純利益の計上によるものであります。
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(3) 経営成績の分析

（売上高）

当中間会計期間の売上高は既存事業の拡大、新サービスの育成等、成長戦略を強力に遂行した結果、スマー

トフォン広告の拡大によって売上高は2,038,583千円（前年同期比113.4％増）と大幅な増収となりました。

 

（売上原価、売上総利益）

　当中間会計期間の売上原価は売上高の増加に伴い1,443,071千円（前年同期比110.2％増）となりました。売

上総利益は売上増と利益率の上昇により595,511千円（前年同期比121.7％増）、売上総利益率は29.2%となり

ました。

 

（販売費及び一般管理費、営業利益）

　当中間会計期間の販売費及び一般管理費につきましては、事業規模の拡大に伴い176,395千円（前年同期比

36.0％増）となりましたが販管費率は低下しました。営業利益は419,116千円（前年同期比201.6％増）、営業

利益率は20.6％となりました。

 

（経常利益）

　当中間会計期間の経常利益は主として営業利益の増加により、416,038千円（前年同期比192.6％増）とな

り、経常利益率20.4%となりました。

 

(4) キャッシュ・フローの状況の分析

当中間会計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、「第２．事業の状況　１．業績等の概

要 (2)キャッシュ・フローの状況」をご参照ください。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

　　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 
２ 【設備の新設、除却等の計画】

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 75,000

計 75,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年12月25日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,261 27,261 ―
単元株制度を採用してお
りません。

計 27,261 27,261 ― ―
 

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年12月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

平成24年4月9日の取締役会決議に基づいて発行した会社法に基づく新株予約権は次のとおりであります。

 
中間会計期間末現在
(平成27年９月30日)

提出日の前月末現在
(平成27年11月30日)

新株予約権の数(個) 1,112 同左

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ― ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数(株) 11,120 同左

新株予約権の行使時の払込金額(円) 5,697（注１） 同左

新株予約権の行使期間
平成24年４月25日から
平成29年４月24日まで

同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価額　5,697

資本組入額　2,848.5
同左

新株予約権の行使の条件 （注２） 同左

新株予約権の譲渡に関する事項 （注３） 同左

代用払込みに関する事項 ― ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ― ―
 

（注）１　当社が下記（１）又は（２）の事由により新株の発行をするときは、次に定める算式（以下「行使価額調整

式」という。）をもって行使価額を調整します。

 

       割当普通

株式数
×

１株当たりの

払込金額    既発行普通

株式数
＋

調整後払込価額＝調整前行使価額×
１株当たりの時価

既発行株式数＋割当普通株式数
 

 

(１)行使価額調整式により行使価額の調整を行う場合は、次に定めるところによる。

①時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を新たに交付する場合（但し、発行会社の発行した取得請求

権付株式の取得と引き換えに交付する場合又は当社普通株式の交付を請求できる新株予約権もしくは新株

予約権付社債その他の証券もしくは権利の請求又は行使による場合を除く。）

②株式分割又は株式無償割当により当社普通株式を発行する場合

③取得請求権付株式であって、その取得と引換えに時価を下回る価額をもって当社普通株式を交付する旨の

定めがあるものを発行する場合（無償割当の場合を含む。）又は時価を下回る価額をもって当社普通株式

の交付を請求できる新株予約権もしくは新株予約権付社債その他の証券もしくは権利を発行する場合

 

(２)(１)で定める行使価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合には、当社は必要な行使価額の調

整を行う。

①株式の併合、当社を存続会社とする合併、当社承継会社とする吸収分割、当社を完全親会社とする株式交

換のために行使価額の調整を必要とするとき

②その他当社の発行済普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生により行使価額の調整を必要

とするとき

③行使価額を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく調整後の行使価額の算出にあ

たり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する必要があるとき
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２　当該新株予約権の行使に関する事項は次のとおりであります。

本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過すること

となるときは、本新株予約権の行使を行うことはできない。また、新株予約権の１個当たりの一部行使はで

きない。

３　当該新株予約権の譲渡に関する事項は次のとおりであります。

本新株予約権の譲渡については、当社取締役会の承認を要するものとする。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ― 27,261 ― 155,575 ― 55,575
 

 

(6) 【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

FC2 Investment，LLC
101 CONVENTION DRIVE #777 LAS VEGAS NV
89109 USA

11,122 40.79

地村　正廣 滋賀県高島市 1,100 4.03

稲葉　京太郎 兵庫県芦屋市 591 2.16

橘　尚吾 東京都八王子市 444 1.62

駒村　晃子 東京都杉並区 423 1.55

鶴見　達也 東京都町田市 386 1.41

久永　すえみ 東京都武蔵野市 382 1.40

戸塚　剛 静岡県掛川市 360 1.32

木田　輝也 山口県山口市 280 1.02

清水　博行 徳島県徳島市 253 0.92

計 ― 15,341 56.27
 

（注）発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てにしております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
27,261

27,261 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 27,261 ― ―

総株主の議決権 ― 27,261 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【株価の推移】

当社株式は非上場でありますので、該当事項はありません。

 
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１ 中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)に

基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間会計期間(平成27年４月１日から平成27年９月

30日まで)の中間財務諸表について、東京芝公認会計士共同事務所 公認会計士古嶋裕一氏及び公認会計士古屋満喜

男氏より中間監査を受けております。

 

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

第15期事業年度の財務諸表　新日本有限責任監査法人

第16期中間会計期間の中間財務諸表　東京芝公認会計士共同事務所 公認会計士古嶋裕一氏及び公認会計士古屋満喜

男氏

 
３ 中間連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当中間会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 ※  491,239 791,545

  売掛金 331,086 409,564

  貯蔵品 35 35

  前払費用 6,048 3,076

  前払金 44,152 70,718

  繰延税金資産 83,005 68,784

  その他 - 50

  貸倒引当金 △2,143 △440

  流動資産合計 953,423 1,343,334

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物附属設備 11,297 11,297

    減価償却累計額 △585 △1,706

    建物附属設備（純額） 10,712 9,591

   工具、器具及び備品 32,149 32,512

    減価償却累計額 △27,650 △28,322

    工具、器具及び備品（純額） 4,498 4,189

   有形固定資産合計 15,211 13,781

  無形固定資産   

   ソフトウエア 3,108 6,458

   電話加入権 81 81

   商標権 117 110

   無形固定資産合計 3,308 6,650

  投資その他の資産   

   関係会社株式 - 20,000

   敷金 21,787 17,450

   その他 757 0

   投資その他の資産合計 22,544 37,450

  固定資産合計 41,064 57,882

 資産合計 994,487 1,401,217
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当中間会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 185,134 241,070

  未払費用 25,943 21,046

  未払法人税等 24,821 55,120

  未払消費税 98,358 80,139

  前受金 1,175 2,006

  預り金 3,673 4,453

  賞与引当金 7,309 22,038

  流動負債合計 346,417 425,875

 負債合計 346,417 425,875

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 155,575 155,575

  資本剰余金   

   資本準備金 55,575 55,575

   その他資本剰余金 285,443 285,443

   資本剰余金合計 341,018 341,018

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 150,019 477,291

   利益剰余金合計 150,019 477,291

  株主資本合計 646,614 973,885

 新株予約権 1,456 1,456

 純資産合計 648,070 975,342

負債純資産合計 994,487 1,401,217
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② 【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 955,252 2,038,583

売上原価 686,629 1,443,071

売上総利益 268,622 595,511

販売費及び一般管理費 129,670 176,395

営業利益 138,951 419,116

営業外収益   

 受取利息 73 41

 貸倒引当金戻入額 4,421 1,703

 その他 11 81

 営業外収益合計 4,506 1,826

営業外費用   

 為替差損 1,264 4,904

 営業外費用合計 1,264 4,904

経常利益 142,194 416,038

特別損失   

 役員退職慰労金 - 24,000

 特別損失合計 - 24,000

税引前中間純利益 142,194 392,038

法人税、住民税及び事業税 10,780 50,546

法人税等調整額 △23,308 14,221

法人税等合計 △12,528 64,767

中間純利益 154,722 327,271
 

EDINET提出書類

アキナジスタ株式会社(E05610)

半期報告書

18/39



③ 【中間株主資本等変動計算書】

 前中間会計期間(自 平成26年４月１日　至 平成26年９月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 155,575 55,575 285,443 341,018 △240,805 △240,805

当中間期変動額       

中間純利益     154,722 154,722

当中間期変動額合計 ― ― ― ― 154,722 154,722

当中間期末残高 155,575 55,575 285,443 341,018 △86,082 △86,082
 

 

 
株主資本

新株予約権 純資産合計
株主資本合計

当期首残高 255,788 1,456 257,245

当中間期変動額    

中間純利益 154,722  154,722

当中間期変動額合計 154,722 ― 154,722

当中間期末残高 410,511 1,456 411,968
 

 

 
 

EDINET提出書類

アキナジスタ株式会社(E05610)

半期報告書

19/39



 

 当中間会計期間(自 平成27年４月１日　至 平成27年９月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 155,575 55,575 285,443 341,018 150,019 150,019

当中間期変動額       

中間純利益     327,271 327,271

当中間期変動額合計 ― ― ― ― 327,271 327,271

当中間期末残高 155,575 55,575 285,443 341,018 477,291 477,291
 

 

 
株主資本

新株予約権 純資産合計
株主資本合計

当期首残高 646,614 1,456 648,070

当中間期変動額    

中間純利益 327,271  327,271

当中間期変動額合計 327,271 ― 327,271

当中間期末残高 973,885 1,456 975,342
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④ 【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純利益 142,194 392,038

 減価償却費 2,669 3,215

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,421 △1,703

 賞与引当金の増減額（△は減少） 9,737 14,729

 受取利息及び受取配当金 △73 △41

 為替差損益（△は益） 1,264 462

 売上債権の増減額（△は増加） △49,090 △78,478

 たな卸資産の増減額（△は増加） △7 -

 仕入債務の増減額（△は減少） 44,785 55,935

 その他 13,378 △42,714

 小計 160,436 343,443

 利息及び配当金の受取額 74 41

 利息の支払額 - -

 法人税等の支払額 △10,001 △22,684

 営業活動によるキャッシュ・フロー 150,509 320,801

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 関係会社株式の取得による支出 - △20,000

 有形固定資産の取得による支出 △397 △677

 無形固定資産の取得による支出 - △4,450

 敷金の差入による支出 △17,450 4,336

 差入保証金の回収による収入 - 757

 投資活動によるキャッシュ・フロー △17,847 △20,033

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 財務活動によるキャッシュ・フロー - -

現金及び現金同等物に係る換算差額 843 △462

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 133,505 300,305

現金及び現金同等物の期首残高 192,949 491,239

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  326,454 ※  791,545
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１ 有価証券の評価基準及び評価方法

関連会社株式

　移動平均法による原価法を採用しております。

 

２　たな卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品　　最終仕入原価法

 

３　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産(リース資産を除く)

定率法によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　工具、器具及び備品　　３年～15年

 

(2) 無形固定資産(リース資産を除く)

定額法によっております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（１～５年）による定額法を採用し

ております。

 

４　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対する賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち中間会計期間に帰属する部分の金額を計上して

おります。

 

５　中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

６ その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。
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(中間貸借対照表関係)

※　担保資産

前事業年度（平成27年３月31日）

現金及び預金（定期預金） 30,000千円を取引金融機関との為替予約取引の担保として差し入れております。

 
当中間会計期間（平成27年９月30日）

該当事項はありません。
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(中間損益計算書関係)

　　減価償却実施額は、次のとおりであります。

 

 
前中間会計期間

（自　平成26年４月１日
　　至　平成26年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年９月30日）

　有形固定資産 387千円 2,108千円

　無形固定資産 2,281千円 1,107千円
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(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１　発行済株式の種類及び総数ならびに自己株式の種類及び株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

発行済株式     

　普通株式(株) 27,261 ― ― 27,261

合計 27,261 ― ― 27,261

自己株式     

　普通株式(株) ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―
 　
　

２　新株予約権等に関する事項

内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(株) 当中間会計
期間末残高
(千円)当事業

年度期首
増加 減少

当中間
会計期間末

平成24年新株予約権 普通株式 11,120 ― ― 11,120 1,456

合計 11,120 ― ― 11,120 1,456
 

(注)　目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載しておりま

す。

　

３ 配当に関する事項

　該当事項はありません。
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当中間会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１　発行済株式の種類及び総数ならびに自己株式の種類及び株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

発行済株式     

　普通株式(株) 27,261 ― ― 27,261

合計 27,261 ― ― 27,261

自己株式     

　普通株式(株) ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―
 　
　

２　新株予約権等に関する事項

内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(株) 当中間会計
期間末残高
(千円)当事業

年度期首
増加 減少

当中間
会計期間末

平成24年新株予約権 普通株式 11,120 ― ― 11,120 1,456

合計 11,120 ― ― 11,120 1,456
 

(注)　目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載しておりま

す。

　

３ 配当に関する事項

　該当事項はありません。
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(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

 

 
前中間会計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金  326,454千円 791,545千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

―　千円 ―　千円

現金及び現金同等物 326,454千円 791,545千円
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(金融商品関係)

金融商品の時価等に関する事項

中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 
前事業年度(平成27年３月31日)

(単位：千円)

 貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 491,239 491,239 ―

(2) 売掛金 331,086 331,086 ―

(3) 買掛金 185,134 185,134 ―
 

(注１)金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

　　　(１)現金及び預金、(２)売掛金、（３）買掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価格にほぼ等しいことから、当該帳簿価格によっておりま

す。

 

(注２)金銭債権の決済日後の償還予定額

(単位：千円)

 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

預金 491,046 ― ― ―

売掛金 331,086 ― ― ―

合計 822,132 ― ― ―
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当中間会計期間(平成27年９月30日)

(単位：千円)

 中間貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 791,545 791,545 ―

(2) 売掛金 409,564 409,564 ―

(3) 前払金 70,718 70,718 ―

(4) 買掛金 241,070 241,070 ―

(5) 未払消費税 80,139 80,139 ―
 

(注１)金融商品の時価の算定方法並びに取引に関する事項

　　　(１)現金及び預金、(２)売掛金、（３）前払金、（４）買掛金、（５）未払消費税

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価格にほぼ等しいことから、当該帳簿価格によっておりま

す。

 

(注２)金銭債権の決済日後の償還予定額

(単位：千円)

 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

預金 791,333 ― ― ―

売掛金 409,564 ― ― ―

前払金 70,718 ― ― ―

合計 1,271,615 ― ― ―
 

 

 
(持分法損益等)

当社が有している全ての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるた

め、記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

 

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、サービスの内容、提供方法、販売方法等に基づいて「アドネットワーク事業」、「広告代理事業」、

「自社メディア事業」の３つを報告セグメントとしております。

　「アドネットワーク事業」は不特定多数の媒体を束ね、それらの媒体に対し広告を配信するアドネットワーク広

告及び成果報酬型のアフィリエイト広告を提供するものであります。「広告代理事業」は純広告や検索連動型（リ

スティング）広告等を提供するものであります。「自社メディア事業」は当社運営のサイトを通じて一般消費者へ

サービスを提供するものであります。

 

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格

に基づいております。

 

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前中間会計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

中間財務諸表
計上額
（注）２アドネット

ワーク事業
広告代理事業

自社メディア
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 407,042 521,479 26,731 955,252 ― 955,252

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

8,087 12 ― 8,100 △8,100 ―

計 415,130 521,491 26,731 963,352 △8,100 955,252

セグメント利益又は
損失（△）

34,953 154,639 △11,690 177,903 △38,951 138,951

その他の項目       

  減価償却費 2,388 33 61 2,484 184 2,669
 

(注)１．セグメント利益の調整額△38,951千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 ２. セグメント資産は、事業セグメントに資産を配分していないため、記載しておりません。
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当中間会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

中間財務諸表
計上額
（注）２アドネット

ワーク事業
広告代理事業

自社メディア
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 491,461 1,526,788 20,333 2,038,583 ― 2,038,583

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

231 85 28 345 △345 ―

計 491,693 1,526,874 20,361 2,038,929 △345 2,038,583

セグメント利益又は
損失（△）

23,551 476,048 △33,104 466,495 △47,379 419,116

その他の項目       

  減価償却費 1,039 33 150 1,222 1,992 3,215
 

(注)１．セグメント利益の調整額△47,379千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 ２. セグメント資産は、事業セグメントに資産を配分していないため、記載しておりません。
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【関連情報】

前中間会計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１　製品及びサービスごとの情報

セグメント情報にて同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２　地域ごとの情報

　(１)売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

　(２)有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３　主な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社DMM.comラボ 422,679 広告代理事業

株式会社ライブレボリューション 312,697
アドネットワーク事業

広告代理事業
 

 

当中間会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１　製品及びサービスごとの情報

セグメント情報にて同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２　地域ごとの情報

　(１)売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

　(２)有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３　主な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社DMM.comラボ 1,510,908
アドネットワーク事業

広告代理事業

株式会社ライブレボリューション 250,441
アドネットワーク事業

広告代理事業
 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

 

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当中間会計期間
(平成27年９月30日)

(1) １株当たり純資産額 23,719.38円 35,724.50円

   (算定上の基礎)   

    純資産の部の合計額(千円) 648,070 975,342

    純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 1,456 1,456

   (うち新株予約権(千円)) (1,456) (1,456)

    普通株式に係る中間期末(期末)の純資産額(千円) 646,614 973,885

    普通株式の発行済株式数(株) 27,261 27,261

    普通株式の自己株式数(株) ― ―

    １株当たり純資産額の算定に用いられた
    中間期末(期末)の普通株式の数(株)

27,261 27,261
 

　

 
前中間会計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

(2) １株当たり中間純利益金額 5,675.60円 12,005.12円

   (算定上の基礎)   

    中間純利益金額(千円) 154,722 327,271

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る中間純利益金額(千円) 154,722 327,271

    普通株式の期中平均株式数(株) 27,261 27,261

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
中間純利益金額の算定に含めなかった潜在株式の概要

平成24年４月９日取締役

会決議による新株予約権

 
第９回新株予約権1,112個

（目的となる株式の数　

11,120株）

平成24年４月９日取締役

会決議による新株予約権

 
第９回新株予約権1,112個

（目的となる株式の数　

11,120株）
 

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、新株予約権の残高がありますが、当社は平成25年８月

11日をもって札幌証券取引所アンビシャス市場における上場を廃止しており、株価の算出が出来ないため、記

載しておりません。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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(2) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1) 臨時報告書

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の４（監査公認会計士等の異動）の規定に基づく臨時報

告書を平成27年６月１日関東財務局長に提出。

 
(2) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度　第15期(自　平成26年４月１日　至　平成27年３月31日)平成27年６月26日関東財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

平成27年12月24日

アキナジスタ株式会社

取締役会  御中

 

東京芝公認会計士共同事務所
 

 

 公認会計士　　古　　嶋　　裕　　一　　　㊞
 

 

 公認会計士　　古　　屋　　満　喜　男　　㊞
 

 

 
私たちは、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いるアキナジスタ株式会社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの第１６期事業年度の中間会計期間

（平成２７年４月１日から平成２７年９月３０日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計

算書、中間株主資本等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監

査を行った。

 

 
中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

 
監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明すること

にある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監

査の基準は、私たちに中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうよ

うな重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中

間監査を実施することを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、私たちの判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表

の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選

択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私たちは、リ

スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表

示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者に

よって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

私たちは、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

 
中間監査意見

私たちは、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、アキナジスタ株式会社の平成２７年９月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成２

７年４月１日から平成２７年９月３０日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示し

ているものと認める。
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利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 
以  上

 
 

※１　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会

社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。
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